
小規模企業景気動向調査  

[平成２７年７月期調査] 

～6ヶ月連続で改善傾向を維持した小規模企業景況～ 

2015 年 8 月 24 日 

全国商工会連合会 
＜調 査 概 要＞ 

調査対象：全国約300商工会の経営指導員 
調査時点：2015年7月末 
調査方法：対象商工会経営指導員による調査票への選択記入式 

＜産 業 全 体＞ ◇…6ヶ月連続で改善傾向を維持した小規模企業景況…◇ 
7 月期の小規模企業景気動向調査では、産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は小幅改善とな

った。項目別に見ると、売上額 DI は小幅改善、採算 DI は若干改善、資金繰り DI は不変となった。業種による
ばらつきがあるものの、業況 DI は 6 ヶ月連続の改善となった。経営指導員からは、景気回復の実感はまだ乏し
いが、夏のボーナスの増加や商品券の発売が消費喚起につながっているなどの報告があった。 

＜製 造 業＞ ◇…受注は引き続き好調だが、原材料高の影響で採算が厳しい製造業…◇ 

製造業の業況 DIは、不変となった。項目別に見ると、売上額 DI はわずかに改善、採算 DI はわずかに悪化、資
金繰り DI は小幅悪化となった。経営指導員から、好転材料として、①自動車・機械部品関連で、引き続き受注が好調
である、②水産加工関連で、お中元関係の注文が多く、売上が増加しているなどの報告があった。また、悪化材料とし
ては、円安による原材料費の上昇で、採算が依然悪化傾向にあるなどの報告があった。 

＜建 設 業＞ ◇…慢性的な人手不足と資材高騰による影響が懸念される建設業…◇ 
建設業の業況 DI は、わずかに改善となった。項目別に見ると、売上額 DI は若干悪化、資金繰り及び採算 DI

は小幅悪化となった。経営指導員から、好転材料として、①公共工事・民間工事とも、受注は比較的安定している、
②住宅関連で、新築よりもリフォームの需要が多いため、リフォームに力を入れる事業所が増えているなどの報告
があった。また、悪化材料としては、①慢性的な人手不足により、工期の遅れや受注量の抑制が生じている、②資
材価格の値上がり分を工事価格に転嫁できず、利益を圧迫しているなどの報告があった。 

＜小 売 業＞ ◇…食料品や季節家電が好調で大幅に改善した小売業…◇ 
小売業の業況 DI は、大幅改善となった。項目別に見ると、売上額及び採算 DI は大幅改善、資金繰り DI は若

干改善となった。経営指導員から、好転材料として、①食料品や日用品を中心に、プレミアム付き商品券の利用
客が増加し好調である、②耐久消費財関連で、梅雨明け後の猛暑の影響によりエアコンの購入・買い替えが急増
し、売上が回復したなどの報告があった。また、悪化材料としては、コンビニや大型店の増加により、小規模小売
店は苦戦しているなどの報告があった。 

＜サービス業＞ ◇…夏の観光シーズンが到来し宿泊・飲食関連が牽引したサービス業…◇  
サービス業の業況 DI は、小幅改善となった。項目別に見ると、売上額 DI、採算 DI、資金繰り DI とも大幅改善と

なった。経営指導員から、好転材料として、プレミアム付き商品券による消費効果に加え、宿泊・飲食関連で、観
光シーズンの到来や外国人旅行者・工事関係者の増加により稼働率が上昇し、売上が増加しているなどの報告
があった。また、悪化材料としては、①理美容業で、顧客の減少や来店ペースの長期化により、売上が減少してい
る、②一部地域で、天候不順・災害により観光客が減少したなどの報告があった。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国商工会連合会 企業環境整備課 

〒100－0006 東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル北館19F TEL：03-6268-0085 FAX：03-6268-0997 担当：渡部 

業 種
6月 7月 前月比 6月 7月 前月比 6月 7月 前月比

売上額 ▲ 13.5 ▲ 9.5 4.0 ▲ 4.8 ▲ 4.1 0.7 ▲ 7.5 ▲ 9.0 ▲ 1.5
採  算 ▲ 21.7 ▲ 19.8 1.9 ▲ 18.8 ▲ 19.3 ▲ 0.5 ▲ 19.8 ▲ 22.8 ▲ 3.0

資金繰り ▲ 16.2 ▲ 15.8 0.4 ▲ 13.9 ▲ 16.1 ▲ 2.2 ▲ 14.7 ▲ 17.6 ▲ 2.9
業  況 ▲ 20.2 ▲ 17.0 3.2 ▲ 16.3 ▲ 15.9 0.4 ▲ 14.1 ▲ 13.4 0.7

業 種
6月 7月 前月比 6月 7月 前月比

売上額 ▲ 21.3 ▲ 13.4 7.9 ▲ 20.5 ▲ 11.3 9.2
採  算 ▲ 27.6 ▲ 22.1 5.5 ▲ 20.7 ▲ 15.0 5.7

資金繰り ▲ 21.0 ▲ 19.8 1.2 ▲ 15.1 ▲ 10.0 5.1
業  況 ▲ 31.5 ▲ 22.3 9.2 ▲ 18.8 ▲ 16.4 2.4

産業全体 製造業 建設業

小売業 サービス業 注）DI（景気動向指数）は
各調査項目について、増加
（好転）企業割合から減少
（悪化）企業割合を差し引い
た値を示す。



小規模企業景気動向調査【付帯調査】  

『 地域小規模企業における設備投資の動向について 』 

2015 年 8 月 24 日 

全国商工会連合会 

＜調 査 概 要＞ 

調査対象：全国約300商工会の経営指導員 

調査時点：2015年7月末 

調査方法：対象商工会経営指導員による調査票への選択記入式 

＜調査結果＞ 

１．設備投資の実施状況について  ２．設備投資の予定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．設備投資に関する小規模企業の状況について（主なコメント） 

 業種に関わりなく、将来にわたる受注状況等が読めないため、小規模事業者は設備投資に踏み切れない状況が

続いている。（千葉県印西市商工会） 

 事業主の高齢化が進んでおり、前向きな投資というより、事業継続に必要な設備の故障及び老朽化によるもの

のみ設備投資が行われている。（和歌山県紀の川市商工会） 

 自動車関連小売業で設備投資をしようとしたが、資金繰りが厳しく断念した。（福岡県小竹町商工会） 

 葬祭業や自動車販売業に大規模な設備投資がみられた。小規模事業者持続化補助金により、小規模ではあるが

設備投資が数件ある。（高知県中土佐町商工会） 

 業況が厳しく、前向きな設備投資意欲は感じられない。設備の老朽化による更新も必要となっていると思われ

るが辛抱しているのが現状。（島根県石央商工会） 

 電子機器組立・加工業の企業では、新規取引先への部品供給のため工場を新設した例があるが、ごく一部の企

業に限られている。（山梨県韮崎市商工会） 

 補助事業の充実により50代までの若い世代の小規模事業者は、以前よりは設備投資が増えたが、高齢のため設

備投資を必要としない小規模事業者が多いため、全体的には少なかった。（新潟県巻商工会） 

 製造業はものづくり補助金、飲食・旅館・小売・サービス業における小規模零細事業者は小規模事業者持続化

補助金やマル経による効果が非常に大きく出ている。（山形県上山市商工会） 
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地区内の小規模企業において、ここ1年以内に設

備投資が実施されたかを聞いたところ、「ほとんど

なかった（概ね10％未満）」が最も多く75.9％であ

った。 

地区内の小規模企業において、今後（1年程

度）、設備投資の予定があるかを聞いたところ、

「ほとんどない（概ね10％未満）」が最も多く

71.6％であった。 


